
故 大津保信町長を悼んで

大津家・中山町合同葬

金沢防災コミュニティセンター完成
　金沢公民館北側の第５分団第２部ポンプ庫の改築工事が完
了し、金沢防災コミュニティセンターとして新たに生まれ変
わりました。
　車庫部分は以前より広く、収納部分が設けられ、出動時の
利便性が向上しました。また、２階部分は地区の消防・防災
活動、予防活動の拠点となる詰め所として整備されました。
　１２月２０日には地元への引き渡し式が行われ、金沢地区役員
ほか地元消防団が参加。森谷副町長は「この施設を大いに活
用し、さらなる消防・防災活動に尽力してください」と激励
していました。

　１２月３日に死去した故大津保信町長の大津家・中山町合同葬
が１２月７日に総合体育館で行われました。
　はじめに葬儀委員長の森谷副町長が「私たちは町長の遺志を
受け継ぎ、中山町発展のために一層努力します」と挨拶。その
後、鈴木町議会議長、吉村県知事、山形広域環境事務組合管理
者の市川山形市長、県町村会長の遠藤山辺町長らが弔辞を述べ
ました。
　葬儀の最後には参列者全員が焼香し、親族を代表し喪主の長
男保敬さんが「これまでの思い出を胸に、父のようにまっすぐ
に生きていきます」と挨拶。約７００人の参列者は大津町長のこ
れまでの功績をたたえるとともに、安らかな冥福を祈りました。弔辞を読み上げる吉村知事
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